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葉山先生のお人柄に触れて
伊　東　達　夫
　葉山先生とは本当に短いお付き合いでしたが，先生ほど，いろいろお世話になり，助けられた先生は
おりません。
　葉山幸嗣先生の訃報に接した時，その時の状況をまったく理解することができなかったことを今もっ
て思い出します。経済経営学部担当の渡辺優子さんから，2019 年 1 月 15 日 17 時過ぎ，1 本のメールが
伊東のスマホに入りました。それには以下のようにありました。「経済経営学部経済学科長　葉山幸嗣
准教授（享年 42 歳）におかれましては，2019 年 1 月 13 日 ( 日 ) 心不全のためご逝去されました。」こ
のメールは何だ，というのが真っ先にたった思いでした。まさか，42 歳の若さで尚かつ現役の学科長
が急逝などあり得ない。これまでにも聞いたことのない話でありましたので，にわかに信じがたいメー
ルでありました。しかし，これほどの内容を間違って送るなどあり得ません。10 分 20 分と時が経つに
つれて，一方でまさかと思いつつも，少しずつ冷静さを取り戻しました。それから，30 分後には近し
い本学名誉教授や明治大学の先生にこのようなメールが届きましたと連絡させていただきました。今年
の年賀状には「年末にお会いできませんでしたので，また，お会いする機会を楽しみにしています」と
丁寧な字で書かれていましたから，尚更のことでした。それほどの気持ちにさせたのは，これまで接し
ていただいた葉山先生のお人柄に惚れるところが伊東の心の奥にあったのではないかと思います。
　葉山先生が和光大学に長谷川義正先生の後任として「経済政策」担当の専任講師として赴任されたの
は，2013 年 4 月のことでした。伊東が役職の関係で学部教授会などを離れていたときでしたので，お
会いできたのは，前期も半ばを過ぎた頃でありました。突然学長室にいらっしゃって，ご挨拶をされた
のです。それまで，お名前だけしか存じていなかったものですから，どなたが現れたか，まったく度肝
を抜かれてしまいました。しかし，当のご本人はまったく冷静で，「この度経済学科に赴任しました葉
山と申します。よろしくお願い申し上げます」と物静かに深々とご挨拶をなされたのです。お顔とお名
前がつながって，やっと葉山先生のお名前を思いだし，合点がいきました。それからほんの 2，3 分で
しょうか，お住まいはどちらですかなど額面通りの自己紹介をお互いに交わしただけでしたが，物静か
な面持ちや言葉の端々に見られる優しさといいますか，お人柄の良さを垣間見たという印象ですし，何
よりも柔和な笑顔が今でも瞼に残っています。
　それからは，ご出身大学からご経歴などが分かって以来，いろいろ知ることになりました。一番驚い
たのは，赴任以前にも，和光大学へ来学されたことがあると聞いたことでした。それはご所属の「アジ
ア市場経済学会第 13 回全国大会」が 2009 年 6 月 26 日から 28 日に本学で開催された際に 2 度も報告さ
れていることでした。28 日午前に，自由論題「ASEAN 地域における取引費用からみた物流インフラ
整備の必要性」というタイトルで共同発表され，午後には，「通貨危機と世界金融危機におけるインド
ネシア経済」で個人発表されていました。一日に 2 度の報告は驚きましたが，先生の研究課題であるア
ジア地域のインフラ整備に強い関心を示された証左でもありました。和光大学に学会報告とは言え，こ
のような形で事前にお見えになってきちんと大学を見知ったうえでの赴任ということに先生の学問研究
や教育に対する熱意を感じたほどでした。そのような方がいらしたことに伊東も何か温かさといいます
か，前向きな姿勢にさせられたことを思い出しています。
　学会関係では，先生はアジア市場経済学会の副会長兼本部事務局を 2 年間勤め上げられました。おそ
v
らく先生の「頼まれれば断れない」性格からお引き受けになったのかと後になって想像しましたが，き
ちんと任務を全うされたことにただ頭を垂れるだけでした。そのような激務の中で，2016 年 9 月には
第 33 回日本地方自治研究学会全国大会，2017 年 7 月第 21 回アジア市場経済学会全国大会が本学で開
催された際には，他の若手先生方と事務局を担当され大会を見事に成功させました。特に学生の動員力
は日頃の学生との間の親しい関係に裏付けられており，感心するだけでした。
　また，私的には名誉教授の先生や出身大学の先生方との食事会の開催にあたり日程や場所の調整など
きめ細やかな対応を示されたことも今となっては思い出です。余りプライベイトなお話はされませんで
したが，お酒や料理の話などかなり知識をお持ちのようなことはうかがい知れました。
　そして学内では学科長としての職務で，当方は学科内のカリキュラムなど諸々に不案内であったため，
何度かお話を伺った際も丁寧に当方の質問に答えられ，大いに助けられた覚えがありました。また，い
つも女子学生が取り囲み，どうして先生だけがこうももてるのかと影ながら思うこともありました。そ
れはひとえに先生のお人柄によること，誰かれと区別することなく皆同じように対応される広い心持ち
の葉山先生だからではなかったのでしょうか。根っからのお人柄がそうさせていたのだろうと感じます。
優しいというありふれた言葉では表現しきれない葉山先生そのものであるかもしれません。朝普段通り
に出校しますと，いつものように山田先生のお車が坂上にあり，葉山先生のお車が駐車場の隅にありま
した。お住まいの関係で朝早く家を出られるそうだということはかなり後になってお聞きしました。そ
の分夜は早くお休みとのこと，それでも学部の先生方とのお付き合いもそこそこにあったようと漏れ伺
いました。
　優しさや真面目さではどの方も寄せ付けないほど大きなお人でありました。葉山先生のお姿をお思い
出すたびに，伊東は何を念頭に思い浮かべたらよいのか未だに想像がつきません。もう少し冷静になる
時間が必要です。
　葉山幸嗣先生，いろいろお世話いただき有り難うございました。
　先生のご霊前に謹んで哀悼の意を捧げます。心より深い感謝をこめて　　　　合掌
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